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施策等名称 あらゆる分野への男女共同参画の推進
体系番号 0602010102
主管課 生涯学習課

①

現状と課題

◦ 茅野市男女共同参画基本条例に基づき、これまで２次にわたる「茅野市男女共同参画計画（はつらつプラン
21）」により、男女共同参画社会の実現に向け、各施策を推進してきました。
◦ 性別による固定的な役割分担意識は徐々に減っていますが、地域・職場・家庭において多くの課題が残されて
おり、継続した取組が求められています。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

男女が対等な社会の構成員として能力を活かし、様々な視点や新たな発想を取り入れることができるよう、政策・
方針決定過程への女性の参画拡大を働きかけます。また、国際社会との協調、多文化への相互理解と交流を進めま
す。
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国際交流が進む中、男女共同参画に関する国際的な動向に関心を持ち、広い視野での男女共同参画を推進しま
す。また、外国籍市民が安心して日常生活を送ることができるよう生活応援が必要です。
なお、2019年度の評価からまちづくりの目標指標を変更します。
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指標の説明（単位）

多文化共生社会の推進 主管課
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生涯学習課

住みよい豊かな地域コミュニティをつくり、地域力を高めていくため、男女が社会の対等な構成員として多様な能
力を活かし、様々な視点や新たな発想を取り入れるための取組を進めます。
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市における女性の参画の拡大 生涯学習課

市の審議会や委員会への女性の登用を一層進めます。また、市役所において、女性職員が活躍できる職場環境づく
りを進めます。
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２　指標等の推移と変動要因

施策等名称 あらゆる分野への男女共同参画の推進
体系番号 0602010102
主管課 生涯学習課

2021年度 2022年度

指標No. 中間目標値 実績値　/　達成率（実績値÷目標値）

2020年度体系区分
成果指標名

計画策定時 2018年度 2019年度

1 40 67.50 0.00 0.00 0.00 0.00

施策
女性の役員を登用している区・自治会数

30 27

35 162.86 0.00 0.00 0.00 0.00

施策
審議会・委員会等の女性委員登用率

28 57

2

変
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因
等

2018年度
地域における慣習や性別による固定的役割分担意識が変わらないため、女性の役員を登用している区・自治会数が増えないと考えら
れる。

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

80.00 110.00 0.00 0.00 0.00 0.00

施策 ロングモント市・茅野市ホームステイ交流事
業参加者及び協力者数

71.00 88.00

3
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2018年度 地域における慣習や性別による固定的役割分担意識が変わらないため、女性役員数が増えないと考えられる。

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

40 67.50 0.00 0.00 0.00 0.00

柱1
女性の役員を登用している区・自治会数

30 27

1

変
動
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因
等

2018年度 事業の周知や行事への協力を呼びかけたことにより、関係者の参加が増え、目標数を上回った。

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

70 81.43 0.00 0.00 0.00 0.00

柱1
区・自治会の全体の女性役員数

59 57
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2018年度
地域における慣習や性別による固定的役割分担意識が変わらないため、女性の役員を登用している区・自治会数が増えないと考えら
れる。

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

35.00 82.86 0.00 0.00 0.00 0.00

柱2
審議会・委員会等の女性委員登用率

28.00 29.00

1
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2018年度 地域における慣習や性別による固定的役割分担意識が変わらないため、女性役員数が増えないと考えられる。
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2021年度

2022年度

変
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2018年度 慣習や性別による固定的役割分担意識が変わらないため、女性委員登用率が上がらないと考えられる。

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度
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施策等名称 あらゆる分野への男女共同参画の推進
体系番号 0602010102
所管課 生涯学習課

2021年度 2022年度

中間目標値 実績値　/　達成率（実績値÷目標値）

柱3 ロングモント市・茅野市ホームステイ交流事
業参加者及び協力者数

71 88

No. 成果指標名
計画策定時 2018年度 2019年度 2020年度

1 80 110.00 0.00 0.00 0.00

288.00 77.43 0.00 0.00 0.00 0.00

柱3
日本語教室への参加者年間延数

224.00 223.00
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2018年度 事業の周知や行事への協力を呼びかけたことにより、関係者の参加が増え、目標数を上回った。
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2018年度 技能実習生等、働いている方の参加が多いが、勤務が不規則であり、毎回の参加が難しいと考えられる。

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

変
動
要
因
等

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

変
動
要
因
等

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

変
動
要
因
等

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

変
動
要
因
等

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度



施策等名称 あらゆる分野への男女共同参画の推進
体系番号 0602010102
主管課 生涯学習課

３　評価・改革改善 （単位：円）

評
　
　
　
　
　
価

項　　目 2018年　（前年度比） 2019年　（前年度比） 2020年　（前年度比） 2021年　（前年度比） 2022年　（前年度比）

投
資
額

事業費(円)

うち一財(円)

進捗評価 やや遅れている

4,344,407

4,344,407

増減理由
（一般財源
前年度比
±10％以
上の場合
に記載）

4,615,000

4,615,000

1.06

1.06

理　由

・地域の中には、根強い
性別による役割分担意
識があり、意識や組織の
あり方を変えていくため
には時間がかかる。地
域や区・自治会に男女
共同参画の意識を浸透
させるためには継続した
啓発活動が必要である。

総
合
評
価

主
な
取
組
内
容
や
成
果

・区・自治会長を対象
に、区・自治会の女性役
員の登用状況や意識調
査を行い、結果について
公表した。
・幼い頃からの意識づく
りが大切との観点から、
茅野市男女共同参画推
進大会の内容を決定し
実施した。

課
題

・長い時間の中で形成さ
れた性別による役割分
担意識を変えるために
は、継続した啓発活動が
必要である。
・茅野市男女共同参画
推進大会の参加者を増
やすためには、内容の
検討が必要である。
・市民に対し、男女共同
参画を考える機会を提
供し、情報発信していく
ことが必要である。

重点化する
施策の柱

1

重点
事務事業

1

改
革
・
改
善

改革・
改善内容

・区・自治会に対する啓
発活動の方法や内容を
検討する。
・茅野市男女共同参画
推進大会は毎年開催す
るため、その年の目標を
定め、対象者や内容を
検討する。

作成担当者
最終評価責任者
最終評価年月日

田中美和
平出信次
2019.5.31

施
策
の
柱
等
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点
化


